
 
 
 
 
 
 

 
第 2次活動計画も 2年目が始まり、数か月が経ちました。 

この 2年目という年は、職員の踏ん張り具合が試される年になります。この計画を良くしてい

くも、中だるみしていくも私たち職員がどのくらい総合支援型社協について関心を持てるか、ま

た、日頃の業務の中でどのくらい活動計画を意識した業務ができるかに関わってきます。 

ぜひ、みなさんで協力して、良い活動計画にしていきましょう！ 

 

   
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

              

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

           ～計画推進ニュース～ 

No.5 

H22 年 8 月 

このたび昭和区社会福祉協議会の会長に就任しました夏目清一

です。                  

 昭和区社会福祉協議会の“第 2次地域福祉活動計画”では、“誰

もが誰かの力になれる”地域づくりを目指して、地域住民の方々

を始め様々な関係機関の方々のご参加とご協力をいただいてお

りまして、大変力強く、また、有り難く思っています。 

 昭和区社会福祉協議会の事業運営において、より多くの方々の

ご理解とご協力、さらにはご参加をいただきながら進めていくこ

とで、より一層、皆様に信頼され、必要とされる社会福祉協議会

を目指してまいりたいと思いますので、何とぞよろしくお願い申

しあげます。        

～新規職員説明会・職員全体研修会～ 

 4 月 21 日（水）・4 月 27 日（火） 
 
  平成 22 年度へと年度が変わり数か月が経ちました。 

 4 月には、職員の人事異動への対応と、新年度における職員全

体の取り組み意欲増進のため、新規職員向けの説明会と全職員を

対象とした全体研修を開催しました。 

 全体研修は 5 つのグループに分かれてのワークで、①平成 21

年度の取り組みを通じての効果や変化の確認、②平成 22 年度一

層の効果や改善をあげるためのアイデア出しなどを行い、その成

果を事務局プロジェクトチームから 5 つの班へと伝え、平成 22

年度の取り組みに生かしていこうという目的で開催しました。平

成 22 年度も職員全員で一丸となって取り組んでいきます。 



各プロジェクトチームからの進捗状況レポート～ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【たまり場プロジェクトチーム】 

       昨年から今年にかけて、昭和区内でいくつか新し 

いたまり場（サロン）が開設され、また開設準備も進んでいます。

そのような中、たまり場プロジェクトチームでは、たまり場支援 

の一環として「たまり場交流会」の開催と「たまり場通信」とい 

う情報紙の創刊準備に取り組んでいます。「たまり場交流会」は 

  第 1 回目を 10 月頃に予定し、「たまり場通信」は近日中の 

         発行を目指し鋭意取り組み中です。 

                  【日比野】 【セーフティネット委員会】 

セーフティネット委員会では、昨年度から 

地域の人の困りごとに対し、適切に相談先へつなげるための 

地域の専門職向けの情報冊子の作成作業をしています。地域の人の安心・安全 

の分野に関わる専門職が、互いの情報を深く把握し、困りごとに素早く対応できる 

よう、今年度中ばの完成を目標に作業を進めています。 

【浅井】 

【福祉教育推進プロジェクトチーム】 

4 月からは、今年度に取り組む内容について話し合いを行い 

ました。その中でも、重点的に行うこととして「学校における福祉教

育の推進」を挙げ、そのために必要な情報冊子作成の準備にとりかか

りました。また、プロジェクトメンバーによる区内の学校で行われて

いる福祉教育の現場を視察し、現状の把握と新たな学びを見つ 

ける取り組みも並行して行っています。 

【三好】 

【相談窓口プロジェクトチーム】 

相談窓口プロジェクトチームは 4月以降、具体的な案として白金学区 

に設置ができないかを検討し、設置にあたり課題となる事項を洗い出し、

より具体的なイメージを共有化してきました。7月の白金学区の学区連協の

会議で説明を行い、今後は白金学区の方とも連携し、この相談窓口の意  

味や役割を相互理解し、設置に向けて少しでも前進させていきた

いと思います。【石塚】 

【情報冊子作成プロジェクトチーム】 

 「困りごと質問用紙」を回収すると 151 枚集まりました。“バス停 

 の表示が見にくい”とか“IT 社会についていけない”など、日常生活上の様々 

 な困りごとに改めて気付かされました。ただ、内容の絞り込みも必要ですので、今後 

 これらの困りごとの整理をして、「困った時のお役立ち情報冊子」をどの 

 ように作っていくかを考えていきます。【堀井】 

 



～5 つの班と 

 事務局プロジェクト 

  チーム～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜ネットワーク班＞ 

 5 月から毎月事例検討をしています！ 

困っている事を探り出して、地域との関係 

をどう作っていくか模索中です。 

「イケメンが好きな人だからイケメンボラン

ティアさんがいるといいよね！」「近所で飲み

友達を作れないかな？」など、外で見ている

とふざけているのではないか？と思われてし

まうような事を真剣に検討しています。皆さ  

ん一度参加してみませんか？楽しく個と地

域をつなけたいネット班です 

（昭和区介護保険事業所：谷口） 

 

＜社協 PR・環境整備班＞ 

   初めて社協を訪れた方にも分かる 

  ように社協マスコット「こころん」の 

 イラストの入った看板を設置しました！ 

 今まで分かりにくかった社協の建物も分かり 

やすくなったのではないかと思います。 

 これまで以上に「こころん」を大活躍させて 

いき、社協の PR を図っていきたいと思います。 

 職場環境の整備にも取り組み中！ 

（地域包括支援センター 三浦） 

＜研修班＞ 

  昨年度 2 回開催し、職員のお互いの仕事

の理解と連携を図ることに役だったと好

評の「お互いの仕事を知ろう！」研修の

平成 22 年度版企画の方針を立てました。

2 月に 1 回くらいの頻度で、全職員を対

象に事前に“知りたいこと”を調べた上

で、内部講師によって開催します。現在、

第 1 回目の開催準備に取り組んでいま

す。 

（デイサービス 賀内） 

＜情報共有・コミュニケーション班＞ 

 「昭和区掌握ボード」を活用していただ

いていますか？昭和区のこの地域にお住ま

いの方々に少しでもお役に立てるような情

報や活動等を提供できるボードにしていき

たいと思っています。これからもぜひ、知

らせたい情報や知りたい情報がありました

らどんどんお寄せください。お待ちしてい

ます。 

（地域包括支援センター 浅井） 

＜マナーアップ班＞ 

昭和区社協を利用される方が電話で 

所在地の道案内を聞かれた場合の表

現について、車でお越しの場合と地下鉄で

お越しの場合とを考えました。今後、皆様

にも改めてお伝えしますので、道案内を聞

かれた場合の参考にしていただければと

思います。 

（地域包括支援センター 若尾） 
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★話し合いました★  

●福祉教育推進プロジェクトチーム  5/14・6/30・7/28 

●たまり場プロジェクトチーム    4/23・5/26・6/22・7/16 

 ●相談窓口プロジェクトチーム    4/15・5/13・6/10・7/15 

 ●情報冊子作成プロジェクトチーム  7/2 

●セーフティネット委員会・作業部会 4/21・5/17・6/17・7/14 

 

●事務局プロジェクトチーム     4/21・5/26・6/17・7/16 

  ・社協 PR・環境整備班      5/13・6/10・7/23 

・ネットワーク班         4/30・5/20・6/29・7/28 

・マナーアップ班         4/13・5/19・6/24・7/20 

・情報共有・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ班     4/12・5/17・6/21・7/20 

・研修班             4/20・6/14 

★研修会をしました★ 

 ●新規職員対象説明会 4/21 

 ●職員全体研修会 4/27 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

～相談窓口プロジェクトチームからのお願い～ 

相談窓口プロジェクトチームでは、今後、住民が住民の相談にのり、その問題

を解決していくために、住民と専門機関が連携し解決していく相談窓口となる拠

点を昭和区の中にたくさんつくっていきたいと思います。 

日頃から相談にのっている世話焼きさんやここの喫茶店なら相談窓口になっ

てくれそうだよ！といったような相談窓口に関わる情報をお寄せいただければ

と思います。 

 【相談窓口プロジェクトチーム一同】


